








要約:昭和50年度から62年度にわたり施行した千葉市学童集団検尿より以下の結論を得た。

第1年度では新規尿異常者は0.3%であり,その内約半数が糸球体腎炎であることに加えて,

長期の自然経過を把握した。第 2年度はその過半数が IgA 腎症であること,その実態を解明

した。第 3年度は IgA腎症と non-IgA 腎症の異同を比較して,慢性糸球体腎炎としての同一

性を強調し，共通の進展・増悪因子の発見される事を期待した。 


